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ｔ おじゃまします 
 ～精神科訪問看護日記～ 

 
（３） 

高垣愉佳 

 

強迫性障害≠洗浄強迫 

「現代精神医学」2008、によると、強迫

性障害とは、強迫思考・強迫観念あるいは

強迫行為が主な病像であり、主な強迫行為

の例としては計算強迫・詮索強迫・洗浄強

迫などが挙げられる。らしい。精神科訪問

看護の職についているスタッフであれば、

誰しもが同様の知識を持って仕事を行って

います。そこで、ついつい頭の中にある知

識の中に患者さんをはめ込んでしまうとい

うことがここでも起こって来る事がありま

す。 

 

 貴美枝さんは４０代半ばの強迫性障害の

患者さんです。洗浄強迫があるらしく入浴

時間が長いらしいのだけれど、担当ナース

が男性だったので入浴の話は同姓の方が話

しやすいだろうということで担当者と一緒

におじゃましました。 

 

「入浴時間が長いとお聞きしたんですが、

詳しくお話を聞かせてもらえますか？」と

尋ねると、「そうなんです。長いと言われる

んです。」と。お伺いした詳細によると、大

体１時間以上、時には２時間近く入ってい

る時もあるとのこと。これだけを聞くと、

確かに「それは長いですね。」と言いたくな

り、ついつい専門知識と結びつけて、きっ

と洗浄強迫があるのだろうと推察してしま

いたくなります。が、結論から言うと、貴

美枝さんの場合は洗浄強迫ではありません

でした。入浴している１時間以上の間、浴

室の中で何をしているのかを具体的に尋ね

た結果分かったことです。「もっと具体的に、

どんな風にして洗いますか？どれくらいの

量のシャンプーで？今ちょっと真似してや

ってみてください」などと何度も何度も言

いながら詳細をお伺いしました。 

 

まず、浴槽に１０分ほどつかって身体を

温める。その後、頭を洗う。シャンプーは

２度洗いして、リンスは１回。ここまでで

少し身体が冷えるので、もう一度浴槽につ

かって身体を温めた後に体を洗う。ナイロ

ン製のタオルにボディーソープをつけて１
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回洗ってすすぐ。体を洗い終わった頃には

また身体が少し冷えるので、もう一度浴槽

につかって身体を温める。そして、入浴後

におふろの掃除をする（いつも最後に入浴

するからということでした）。鏡とシャンプ

ーなどを載せている台と椅子や床などを洗

剤をつけたスポンジで１度洗って流す。そ

うするとまた身体が冷えるので最後にもう

一度浴槽につかってから上がるのだそうで

す。この一連のお話を聞きながらメモを取

らせてもらって、かかる時間を計算すると

最短でも１時間はかかるだろうという事が

理解できました。ですが、頭にしろ体にし

ろお風呂場にしろ洗っている回数はそれぞ

れ１回だけで、手順を聞いていても特に念

入り過ぎるということもありませんでした。

洗っている間に身体が冷えるのでもう一度

浴槽につかるというのも理解出来るように

思いました。 

 

「う～ん、こうしてお聞きして紙に書い

て計算してみたら、確かにそれだけの事を

されてたら１時間では済まなさそうですよ

ね。」と言うと、「そうなんですよ。家族か

らも長いと言われてて、だから迷惑になら

ないようにいつも一番最後に入ってるんで

す。この間、お風呂に時間がかかるという

話を担当の人にしたら洗浄強迫というやつ

かもしれないから一度女の看護師さんにお

話を聞いてもらった方がいいと言われて。。。

私はどうしたらいいんでしょうか？」と。 

「入浴にそれだけ時間がかかると、疲れ

たりする事もあると思うんですが、どうで

すか？どんな所にお困りですか？」と尋ね

ると、とても以外な言葉が返って来ました。

「困ってることなんか特にありませんけど、

みんなに長いって言われるのと確かにお風

呂に時間は取られてるから。」と。「入浴時

間の長さとか入浴の事で困っておられるこ

とはないんですか？」と確認すると「はい。

特に。」と。「じゃあ、入浴の時間って言う

のは貴美枝さんにとってどんな時間なんで

すかね？」と尋ねると「リラックスすると

いうか、楽しみな時間です。」とのお返事で

した。 

「最後に、手を見せていただいてもいい

ですか？」と手の皮膚の様子を観察と触診

させてもらったところ、特に荒れているこ

ともひび割れたり、あかぎれしている事も

ありませんでした。これは、貴美枝さんが

話してくれた通り、過剰に洗浄し過ぎてい

ることは無いということの一つの裏づけだ

と言えます。 

「今日詳しくお話をお伺いして、皮膚の

様子も見せていただいて、多分洗浄強迫と

いうことは無いと思いますので、のぼせな

い程度にこれからも入浴は楽しみの時間に

されたらいいのかなぁと思いました。」とお

伝えして、その日のおじゃまを終えました。 

 

 同行していた担当ナースから、「最初は何

の話をしてるのかと思いましたけど（頭の

洗い方などを事細かに再現してもらいつつ

事細かに聞いていたことを指して）、話はあ

そこまで詳しく聞かないとだめなんですね。

まさかあの長い入浴時間でやってた事があ

れで、しかも長くて困ってるんじゃなくて

リラックスとか楽しみの時間やったとは思

いませんでした。いや、ほんま先入観持っ

たらだめですね。いい勉強さしてもらいま

した。」とのコメントをもらいました。が、

実は事細かに聞いた私自身も驚きの展開で
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した。事細かに聞いた結果、洗浄強迫が明

らかになるのではないか？と私も思ってい

たからです。専門的知識から来る先入観を

持ってしまうことは避けられない事もあり

ますし、それが的確であったり役立つ事も

あります。ですが、結論づける前には必ず、

目の前の患者さん一人ひとりのお話をしっ

かりと伺い観察する事を通して、結論を支

持する十分な裏づけを得るというプロセス

を飛ばしてしまってはいけないなと思いま

した。 

 入浴が洗浄強迫ではないという位置づけ

になった結果、貴美枝さんは今でも毎日１

時間～２時間かかる長い入浴タイムを、リ

ラックスして楽しんでおられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


